
第１８期開放講座「水と街道」(第２回)を開催しました
多治見砂防国道事務所

開放講座「水と街道」の第２回を、平成２８年１０月１３日（木）に開催しました。今回は新丸山ダムの橋梁建設現場を見学させてもらいました。
昭和５８年の豪雨災害や新丸山ダム建設の経緯などに触れ、壮大な橋梁建設工事を見学でき貴重な経験ができました。午後は地域でボラン
ティア活動をしている団体の現場を見学し、その熱心な活動ぶりに驚かされました。

可児川左岸の遊歩道の整
備及び植生が復活した現
場を見学しました

小里川ダム湖畔の里山整
備の現場を見学しました

◆小里川ダム里山教室
活動現場

◆可児川左岸
遊歩道整備活動現場

昭和５８年の豪雨災害・新丸山ダム建設の経緯などに
ついて学習し、木曽川を横断する県道付替工事を見学しました。

◆新丸山ダム工事事務所
県道井尻八百津線付替工事現場


